
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
こ
其
の
改
革
事
業

菅

原

憲

　
　
　
　
一

　
墓
督
激
徒
の
猶
太
入
迫
害
は
そ
の
穿
て
写
る
こ
こ
ろ
遠

く
、
異
敷
徒
、
亡
國
民
、
黄
金
魔
こ
し
て
猶
太
人
は
い
た

る
ε
こ
ろ
に
排
斥
せ
ら
れ
侮
辱
せ
ら
れ
た
り
。
二
黒
に
入

り
て
も
彼
等
の
境
遇
は
依
然
ど
し
て
眞
に
欄
む
べ
き
も
の

あ
）
、
同
一
國
内
に
曾
て
彼
等
は
他
の
住
民
ε
精
質
的
交

渉
な
く
唯
僅
に
商
業
上
皇
燭
の
機
會
あ
る
に
過
ぎ
す
、
一

般
の
文
化
を
享
樂
す
る
こ
ご
も
墾
興
す
る
こ
ε
も
不
可
能

な
る
状
態
に
あ
り
き
。

　
さ
れ
ざ
十
入
世
紀
の
中
葉
以
後
所
謂
啓
蒙
の
時
代
思
潮

　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ツ
ト
セ

は
彼
等
の
籠
居
す
る
随
廓
に
も
波
及
せ
ざ
る
を
得
す
．
或

は
愈
々
敷
面
側
よ
り
或
は
彼
等
の
内
部
よ
り
各
種
の
改
革

方
法
が
案
出
せ
ら
れ
漸
次
猶
太
人
の
敏
養
、
境
遇
を
向
上

　
　
　
第
十
四
谷
　
　
研
　
究
　
　
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
定
其
の
改
革
購
帯

せ
し
む
る
に
い
た
り
た
る
が
、
入
種
的
偏
見
は
牢
乎
ご
し

て
抜
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
、
猶
太
人
の
排
斥
は
政
治

上
就
業
上
制
度
の
改
革
を
重
ぬ
る
に
拘
は
ら
す
絡
に
絶
ゆ

る
こ
ご
な
し
、
一
方
警
醒
し
た
る
彼
等
猶
太
人
は
其
の
卓

越
す
る
能
力
を
獲
下
し
て
逐
次
彼
等
の
地
位
を
確
立
す
る

に
努
む
、
從
っ
て
封
猶
太
入
の
問
題
は
白
図
永
久
に
亙
り

幾
多
の
波
瀾
を
免
れ
ざ
る
も
の
繋
る
べ
し
。

　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
十
入
慶
紀
の
中
葉
ま
で
猶
太
人
の
激
養
は
全
く
低
級
に

し
て
彼
等
は
其
の
住
國
の
出
語
を
知
ら
す
、
外
豪
語
を
知

ら
す
、
用
語
は
所
謂
旨
畠
邑
F
或
は
宮
σ
q
呂
に
し
て
希
伯

來
語
ε
住
國
の
國
語
其
の
他
の
混
合
し
た
る
も
の
な
り
。

」
即
ち
彼
等
は
猶
太
人
以
外
の
世
界
に
於
て
考
察
せ
ら
れ
見
－

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
黒
五
　
（
　
　
五
五
）



　
　
　
第
十
・
四
岱
　
　
究
　
研
　
　
メ
ン
デ
〃
ス
ゾ
ー
ン
ミ
笠
ハ
の
改
革
難
業

聞
せ
ら
る
、
こ
ご
に
嗣
し
知
る
こ
こ
ろ
甚
鮮
し
ご
い
は
ざ

る
べ
か
ら
す
。

　
子
弟
の
巌
育
（
一
）
は
五
歳
前
後
よ
り
家
塾
に
於
て
實
施

せ
ら
る
。
但
炊
事
其
の
他
の
雑
事
の
行
は
る
、
室
内
（
。
げ
，

。
α
9
が
直
ち
に
教
室
ご
な
る
、
科
目
は
先
づ
希
伯
來
語

の
素
讃
な
り
、
・
其
の
後
所
説
書
の
章
句
を
暗
若
し
朝
夕
食

事
就
疲
ま
た
は
安
息
日
、
羅
臼
等
の
並
幅
を
習
熟
す
。
斯

く
し
て
猶
太
人
の
子
弟
は
幼
時
よ
り
旭
先
の
信
仰
慣
警
の

下
に
育
く
ま
れ
、
一
切
の
思
想
は
宗
激
的
鋼
象
を
離
る
、

こ
ご
な
し
、
そ
の
傳
統
．
因
襲
國
輝
は
子
弟
の
血
肉
ざ
な

り
て
培
養
せ
ら
る
。

　
伯
希
來
語
の
素
護
及
び
住
國
語
の
赫
蒋
書
、
簡
軍
な
る

書
籍
が
多
少
解
せ
ら
る
れ
ば
女
兇
の
激
育
は
終
る
。
男
面

は
更
に
モ
ー
ゼ
の
第
三
巻
（
ラ
ッ
シ
の
註
に
よ
る
）
次
い
で

ミ
シ
ナ
、
ゲ
マ
ラ
等
の
課
讃
を
授
け
ら
る
、
十
三
歳
以
後

多
数
の
子
弟
は
何
等
の
漱
養
を
う
く
る
こ
ご
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
方
面
に
於
け
る
迫
害
ご
惜
悪
の
下
に
彼
等
は
賎
し
き

　
　
　
　
　
　
纂
｝
號
　
　
　
五
（
ハ
　
（
　
　
五
六
）

古
物
商
行
商
入
こ
し
て
虞
活
の
道
を
講
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
．

り
き
。

　
外
部
の
世
界
は
全
く
彼
等
猶
太
人
の
子
弟
に
閉
鎖
せ
ら

る
、
彼
等
は
常
に
外
界
の
出
鼻
事
を
欄
附
す
べ
き
も
の
、

唾
棄
す
べ
き
も
の
こ
激
へ
ら
れ
、
外
面
上
光
彩
陸
離
た
る

か
に
直
ゆ
る
こ
ご
あ
り
て
も
内
巻
は
腐
敗
堕
落
を
極
め
偉

大
な
る
猶
太
民
族
の
特
質
ご
嚇
比
較
し
難
き
も
の
ご
せ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ナ
ゴ
ぎ
グ

る
。
子
弟
は
陰
欝
な
る
家
塾
ご
敏
堂
堂
の
学
園
氣
の
裡
に

在
り
、
制
裁
に
活
譲
に
戸
外
の
遊
戯
を
試
み
る
は
安
息
日

に
も
許
さ
れ
す
鳶
基
督
激
徒
の
子
弟
こ
の
交
遊
は
彼
我
爾

親
の
互
に
巌
禁
ず
る
こ
こ
ろ
な
り
き
。

　
　
　
　
三

軋
當
時
基
督
敏
徒
の
猶
太
人
に
遺
す
る
迫
害
は
峻
酷
を
極

め
た
り
き
、
其
の
理
由
は
要
す
る
に
入
種
的
偏
見
、
激
會

の
不
寛
容
、
貴
族
の
専
横
、
職
業
組
合
の
嫉
覗
等
に
あ
り

ご
い
は
ざ
る
べ
か
ら
す
。
猶
太
入
の
住
居
は
椹
利
に
あ
ら

す
し
て
特
樺
な
り
き
、
こ
の
窓
蓋
を
得
る
爲
に
は
年
々
保



護
椀
を
納
む
る
を
要
す
、
ま
た
同
一
奥
内
の
甲
の
州
或
は

都
市
よ
り
乙
の
彬
々
は
都
市
に
族
行
ず
る
場
合
に
は
其
の

州
界
叉
は
都
市
の
城
門
に
於
て
蓮
行
税
を
徴
牧
せ
ら
る
、

而
し
て
其
の
最
酷
薄
な
る
は
ア
ル
ザ
ス
、
ロ
ー
レ
ン
の
地

方
（
當
蒔
佛
蘭
西
領
）
な
り
し
ご
い
ふ
。
（
二
）
啓
蒙
の
時
代

殊
に
佛
蘭
西
の
文
學
者
思
想
家
は
逸
り
に
人
滋
主
義
を
唱

滋
し
な
が
ら
猫
麗
人
の
哀
求
に
は
何
等
耳
を
傾
く
る
こ
ご

な
か
り
き
。

　
ア
ル
ザ
ス
の
貴
族
は
猶
太
入
を
新
に
其
の
領
内
に
移
住

さ
す
こ
ご
も
ま
た
從
來
住
み
馴
れ
た
る
猶
太
人
の
全
家
族

を
放
逐
す
る
こ
ご
も
全
く
随
意
な
り
き
。
メ
ッ
ッ
の
商
人

は
同
市
に
住
居
し
得
る
猶
太
入
の
家
族
歎
を
四
百
八
十
ご

限
定
し
こ
れ
を
超
過
す
べ
か
ら
す
ご
し
た
b
、
從
っ
て
青

年
は
濁
身
生
活
に
甘
ん
ず
る
か
ま
た
は
他
郷
に
放
浪
せ
ざ

る
べ
か
ら
す
、
女
子
は
多
く
未
婚
の
儘
に
ε
や
ま
れ
り
。

而
か
も
彼
等
は
莫
大
の
諸
税
を
課
せ
ら
る
、
ル
イ
十
四
世

は
メ
ッ
ッ
の
猶
太
人
の
納
税
の
｝
部
を
プ
ラ
ン
カ
公
及
び

　
　
　
第
十
四
巷
　

研
究
　
　
メ
ン
デ
シ
ス
ゾ
ー
ン
亡
致
ハ
の
改
革
蚕
業

フ
オ
ン
テ
ー
ン
伯
爵
夫
人
に
與
へ
た
り
し
が
彼
等
の
歳
入

は
二
号
ル
ー
ヴ
ル
に
達
し
而
か
も
省
其
の
外
に
人
頭
税
、

螢
業
税
、
家
屋
税
、
寺
院
病
院
の
税
、
軍
事
税
等
の
項
目

あ
り
き
G
（
三
）
ア
ル
ザ
ス
に
て
は
國
王
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル

グ
監
督
、
　
ハ
ゲ
ナ
ウ
伯
及
び
地
・
方
貴
族
へ
の
税
、
軍
事
税

を
納
む
る
を
要
す
、
而
か
も
住
居
標
は
そ
の
ま
、
長
男
に

傳
は
る
に
あ
ら
す
し
て
貴
族
よ
り
買
ひ
取
ら
ざ
る
べ
か
ら

す
、
ま
た
ア
ル
ザ
ス
の
猶
太
人
は
殆
ざ
あ
ら
ゆ
る
商
工
業

に
從
擁
す
る
を
禁
ぜ
ら
れ
法
律
上
唯
々
家
畜
の
漏
壷
ご
金

銀
細
工
業
の
み
公
認
せ
ら
る
、
都
市
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
に

曾
て
猶
太
人
は
一
日
以
上
逗
留
す
る
能
は
ざ
る
規
定
な
り

き
。　

か
や
う
に
苛
酷
な
る
塵
迫
の
下
に
あ
り
て
彼
等
猶
太
人

は
諸
税
を
納
め
且
つ
シ
ナ
ゴ
ー
グ
、
登
校
等
の
維
持
の
費
．

用
を
負
号
す
．
彼
等
は
如
何
に
し
て
所
要
の
金
員
を
調
達

し
得
た
る
か
、
僅
に
基
督
敷
會
の
禁
止
し
列
國
政
府
の
彼

等
に
獣
許
せ
る
金
貸
業
が
彼
等
唯
一
の
螢
利
手
段
な
り

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
五
七
　
（
　
　
五
七
）



　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
究
　
　
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
凄
ン
亡
其
の
改
革
纂
空

き
、
甑
ち
中
燈
以
來
政
府
は
彼
等
に
高
利
の
金
貸
を
許
し

（
四
）
而
し
て
翌
年
の
大
部
分
を
搾
取
す
、
謂
は
や
彼
等
は
海

綿
の
役
を
行
ひ
つ
、
あ
り
し
な
り
き
。

　
　
　
　
四

　
普
魯
西
に
於
け
る
猶
太
人
も
他
の
諸
地
方
の
も
の
ど
大

同
小
異
な
り
、
フ
ヅ
ー
ド
ソ
ツ
ヒ
大
王
は
佛
蘭
西
の
文
化

を
喜
び
文
學
の
み
な
ら
す
思
想
慣
習
佛
蘭
西
風
を
模
倣
せ

り
、
從
っ
て
猶
太
人
に
醤
し
て
も
寛
容
な
ら
す
、
む
し
ろ

排
斥
に
傾
く
但
、
大
王
は
父
王
ε
異
な
り
宗
激
を
輕
視
す

る
傾
向
あ
b
て
大
王
の
猶
太
人
…
排
斥
も
王
罐
至
上
主
義
の

思
想
に
基
づ
き
民
構
の
縷
頭
を
喜
ば
ざ
り
し
結
果
な
る
べ

く
特
に
宗
挙
上
の
少
数
蕪
帥
ち
磐
激
徒
及
び
猶
太
激
徒
の

哀
訴
に
は
耳
を
傾
け
ざ
り
し
如
し
〇

　
一
七
五
〇
年
公
布
の
法
令
ザ
に
よ
れ
ば
早
雪
西
の
猶
太
入

は
（
五
）
「
保
護
を
受
く
る
も
の
」
（
ω
。
嘗
旦
鼠
2
）
ご
「
寛

容
さ
る
、
も
の
」
（
0
9
三
量
Φ
｝
鼠
2
）
ご
に
分
け
ら
れ
前

者
は
更
に
三
種
類
分
る
、
σ
D
全
家
族
が
住
居
職
業
の
特
権

　
　
　
　
　
　
策
一
回
　
　
五
八
　
（
　
五
八
）

を
與
へ
ら
る
、
図
住
居
職
業
に
若
干
の
制
限
を
附
す
、
こ

の
特
権
は
一
子
又
は
二
子
に
傳
へ
ら
る
、
㈲
鰻
掴
美
術
家

等
特
殊
の
業
を
馨
む
も
の
に
し
て
そ
の
制
限
的
住
居
椹
は

子
弟
に
傳
は
る
こ
ご
な
し
、
猶
太
激
の
役
信
、
②
の
第
三

子
以
下
、
伺
の
全
子
女
は
部
ち
寛
容
さ
る
、
も
の
に
し
て

「
保
護
さ
る
、
も
の
」
こ
の
間
に
も
結
婚
は
禁
止
さ
る
。

「
保
護
さ
る
、
も
の
」
こ
い
へ
ざ
も
市
民
構
を
所
有
す
る

に
は
あ
ら
す
、
…
放
逐
さ
る
こ
ご
な
き
保
諮
㎜
を
與
へ
ら
る
、

に
過
ぎ
ざ
る
な
り
き
。

　
然
る
に
大
王
の
治
世
中
普
魯
西
都
市
に
於
け
る
猶
太
人

の
生
活
歌
態
は
著
し
く
改
善
せ
ら
れ
、
一
七
入
O
年
代
の

あ
る
目
撃
者
（
六
）
曰
く
、
　
「
伯
林
に
は
富
裕
な
る
猶
太
人

多
く
若
干
の
も
の
は
工
場
を
所
有
し
商
業
を
管
む
、
殊
に

駿
育
あ
る
も
の
は
爆
措
進
退
都
雅
に
し
て
些
事
、
多
く
は

基
督
激
徒
ご
交
際
し
毛
髪
、
報
装
（
七
）
こ
も
に
吾
人
（
基
督

激
徒
）
ご
何
等
異
な
る
ご
こ
ろ
な
し
，
…
…
彼
等
は
ま
た

文
藝
を
愛
好
し
週
刊
物
の
愛
讃
ご
観
劇
を
事
こ
す
云
々
」



　
斯
ぐ
の
如
く
十
入
世
紀
の
末
葉
に
入
る
や
特
に
普
魯
西

に
於
て
は
猶
太
人
の
厳
養
境
遇
前
代
に
比
較
し
て
著
し
き

三
皇
を
生
じ
た
る
が
こ
の
瞬
断
を
惹
き
越
し
た
る
は
抑
々

何
か
、
時
代
の
思
潮
た
る
啓
蒙
思
想
の
背
景
を
否
定
す
べ

か
ら
ざ
る
は
多
言
を
要
せ
ざ
れ
ざ
も
ま
た
陰
に
陽
に
メ
ン

デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
戚
化
與
っ
て
カ
あ
る
は
看
過
し
難
き
こ

こ
ろ
な
b
ビ
す
。

　
近
世
猫
太
人
の
生
活
は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
に
よ
り
て

開
拓
せ
ら
れ
た
り
ご
も
い
ひ
山
べ
く
彼
は
猶
太
人
の
毅
養

境
遇
の
上
に
全
く
新
時
代
を
齎
ら
し
た
る
も
の
な
る
が
彼

の
改
革
は
彼
自
ら
意
圖
計
航
し
た
る
に
あ
ら
す
、
表
面
に

立
て
怒
罵
獅
子
吼
し
た
る
に
も
あ
ら
す
、
む
し
ろ
最
初
の

う
ち
彼
は
猫
言
入
の
現
状
に
悲
槻
の
極
、
到
底
救
濟
の
滋

な
し
ε
思
惟
し
た
り
し
如
し
（
八
）
而
か
も
彼
の
言
説
行
動

は
白
一
ら
墓
督
エ
敏
徒
間
に
も
理
解
せ
ら
れ
戚
謂
鋤
を
斑
毛
へ
、
延

い
て
一
般
猶
太
入
に
幸
す
る
同
情
ご
好
感
を
見
る
に
い
た

b
し
な
b
o

第
十
四
巷
　
　
研
究
　
　
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
定
其
の
改
革
事
業

　
　
　
　
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
　
（
》
h
O
ω
①
ω
寒
。
湾
島
鮎
ω
6
陰
霊
活
嵩
い
㏄
…

ご
。
。
ひ
）
は
ア
ン
ハ
ル
ト
州
の
デ
ツ
ず
ウ
市
に
生
る
、
父
は

ト
ラ
玉
書
の
寓
字
を
職
こ
し
た
り
、
彼
は
同
市
の
敦
師
に

し
て
タ
ル
ム
ー
ド
學
者
た
る
ダ
ヅ
イ
ド
㊥
フ
レ
ン
ケ
ル
の

薫
陶
を
う
く
。
フ
レ
ン
ケ
ル
は
一
七
四
二
年
伯
林
の
敷
師

に
縛
じ
た
る
を
以
て
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
も
其
の
翌
年
伯

林
に
移
れ
り
。
こ
の
時
彼
は
十
四
歳
に
充
だ
す
、
外
貌
頗
る

揚
ら
す
、
バ
．
イ
プ
ル
、
タ
ル
ム
ー
ド
、
　
マ
イ
モ
ニ
ー
ド
の

外
に
何
等
の
智
識
な
く
未
だ
濁
逸
語
に
通
ぜ
す
、
無
論
濁

逸
書
を
護
み
た
る
こ
ご
な
し
、
伯
林
入
市
に
際
し
市
門
監

親
人
に
怪
ま
れ
入
事
を
拒
絶
さ
れ
た
り
し
が
鞍
下
な
き
猫

逸
語
に
て
新
任
の
伯
林
教
師
を
訪
問
す
る
旨
を
告
げ
税
を

佛
ひ
て
辛
う
じ
て
入
市
を
許
可
さ
れ
た
り
き
。
こ
の
見
す

ぼ
ら
一
）
き
猫
太
の
一
時
形
少
年
が
他
日
濁
逸
の
學
界
思
想

界
に
重
き
を
な
さ
む
ご
は
何
人
も
豫
想
す
る
能
は
ざ
る
と

こ
ろ
な
り
し
な
る
べ
し
。

第
一
號
　
　
五
九
　
（
　
五
九
）



　
　
　
第
＋
四
巷
　
研
究
　
メ
ン
・
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
ミ
其
の
改
革
霧
業

　
十
年
の
後
レ
ッ
シ
ン
グ
の
喜
劇
「
猶
太
人
」
出
づ
、
教

授
ミ
カ
ェ
リ
ス
は
之
に
批
評
を
加
へ
だ
る
が
そ
の
う
ち
に

「
斯
る
流
麗
な
る
導
燈
語
を
以
て
義
憤
の
謬
り
猶
太
人
の

性
格
を
辮
聾
す
る
そ
の
入
物
は
果
し
て
猶
太
人
な
り
や
疑

は
し
」
ご
あ
り
、
之
に
幽
し
レ
ツ
シ
ン
グ
は
「
登
り
眞
に

猶
太
人
な
り
、
而
か
も
二
十
代
の
青
年
に
し
て
量
質
数
學

哲
學
及
び
詩
學
に
於
て
軌
れ
も
濁
霞
の
境
地
を
有
す
」
ご

答
へ
た
り
し
が
（
九
）
こ
れ
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
を
意
味
す

る
も
の
に
し
て
當
時
の
飛
會
に
は
意
外
の
戚
を
與
へ
し
な

る
べ
く
、
殊
に
況
や
更
に
十
年
を
経
て
（
一
七
六
三
）
伯
林

ア
カ
デ
ミ
ー
の
懸
賞
論
文
に
癒
募
し
カ
ン
ト
に
打
ち
克
ち

て
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
が
當
選
の
榮
を
一
得
淀
る
こ
ご
は
墓

督
藪
徒
に
癒
し
て
一
大
驚
異
な
り
き
。

　
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
は
伯
林
に
於
て
ま
つ
数
學
哲
學
の

研
究
に
没
頭
し
た
り
、
最
初
は
あ
る
波
蘭
系
の
猫
太
入
の

指
導
を
う
け
た
り
ご
い
ふ
さ
れ
ご
寧
ろ
濁
學
こ
い
ふ
を
當

れ
り
ご
す
べ
く
刻
苦
精
煽
洵
に
他
の
範
ε
す
べ
き
も
の
多

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
山
盛
○
　

（
　
　
山
ハ
○
）

し
、
而
し
て
フ
レ
ン
ケ
ル
は
六
時
タ
ル
ム
ー
ド
の
注
鐸
を

執
筆
し
つ
、
あ
り
し
を
以
て
彼
は
其
の
筆
工
こ
な
り
辛
う

じ
て
衣
食
の
費
に
充
つ
る
を
得
た
り
。
次
い
で
彼
は
一
、
富

豪
の
家
庭
趨
走
こ
な
り
生
活
上
多
少
の
籐
裕
を
生
じ
た
る

を
以
て
好
演
の
斜
脚
は
い
や
が
上
に
昂
よ
り
奮
躍
一
番
更

に
各
種
の
仁
術
を
研
究
し
た
り
き
。
但
當
時
彼
の
思
想
は

新
遺
墨
多
の
要
素
を
混
有
し
つ
、
あ
り
し
が
故
に
之
を
渾

然
融
合
し
て
以
て
正
し
き
方
向
を
指
示
す
る
師
友
を
必
要

ε
し
た
り
、
こ
の
必
要
を
充
し
た
る
は
レ
ッ
シ
ン
グ
其
の

人
な
り
き
。

　
　
　
　
六

　
レ
ツ
シ
ソ
グ
が
濁
逸
の
交
化
工
に
近
世
の
文
化
に
如
何

な
る
貢
獄
を
な
し
定
る
か
は
多
言
を
要
せ
ざ
る
ε
こ
ろ
に

し
て
庶
母
の
近
代
生
活
は
彼
に
始
ま
る
ε
も
い
ひ
得
べ
く

彼
は
固
櫃
頑
迷
專
横
な
る
唐
山
慣
習
を
排
斥
し
そ
れ
ら
の

築
け
る
糊
度
規
定
を
打
破
す
る
に
努
め
た
り
き
。

　
レ
ッ
シ
ン
グ
は
既
に
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
人
物
を
傳



聞
し
た
り
し
が
直
接
二
人
の
交
遊
す
る
に
い
た
り
し
は
一
七

五
四
年
に
し
て
偶
々
棋
客
イ
ザ
ー
ク
⑧
ヘ
ツ
ス
が
棋
弓
場

に
て
二
人
を
紹
介
し
だ
る
に
始
ま
る
こ
い
ふ
、
正
式
三
者

の
交
情
は
眞
に
羨
む
べ
き
も
の
あ
り
、
レ
ッ
シ
ン
グ
は
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
を
以
て
第
二
の
ス
ゼ
ノ
ザ
ご
し
、
メ
ン

デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
は
レ
ツ
シ
ン
グ
に
よ
り
て
伯
林
の
上
流
濫

會
ご
相
識
り
且
、
濁
逸
の
交
化
営
養
に
就
き
て
得
る
ビ
こ

ろ
甚
多
か
）
き
。
一
七
五
五
年
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
に
「
哲

學
論
」
（
勺
譲
○
。
。
o
℃
密
ω
o
冨
Q
Φ
ω
鷺
留
9
①
）
の
著
あ
り
中
に
濁

逸
人
は
濁
巡
業
艸
の
本
質
を
閑
却
し
て
徒
に
佛
蘭
西
下
昧
・

に
惑
溺
す
る
を
論
難
し
た
る
が
海
燕
既
に
彼
は
康
正
多
数

の
濁
逸
人
よ
り
も
却
て
能
く
濁
逸
の
文
化
を
理
解
し
而
し

て
之
に
心
慌
し
つ
、
あ
り
し
如
し
。

　
　
　
　
七

　
一
七
六
三
年
伯
林
ア
カ
デ
ミ
ー
の
懸
賞
論
文
「
哲
學
上

の
眞
理
は
数
言
上
の
定
理
解
答
明
確
な
り
や
」
に
當
選
し

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
名
書
を
高
か
ら
し
め
た
る
は
前
述

　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
　
究
　
　
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
！
ン
ミ
激
ハ
の
改
箪
聡
業

の
如
し
、
こ
の
年
彼
は
普
魯
西
の
フ
ソ
ー
ド
ソ
ッ
セ
大
王

よ
り
所
謂
「
保
護
さ
る
、
猫
癖
人
」
の
特
権
を
輿
へ
ら
れ

た
り
、
但
其
の
後
伯
林
ア
カ
デ
ミ
ー
は
彼
を
其
の
會
員
に

推
薦
し
た
れ
ご
大
王
は
こ
れ
を
許
さ
“
り
き
。

　
さ
れ
ざ
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
聲
便
を
一
暦
大
な
ら
し

め
た
る
は
一
七
六
九
の
著
書
「
ヘ
ド
ン
、
（
｝
O
）
或
は
露

魂
不
滅
論
」
（
勺
冨
a
8
”
0
9
ユ
δ
q
霧
冨
3
浮
野
。
一
け
二
R

ω
毘
。
）
な
り
こ
す
Q
十
八
世
紀
の
喉
彦
西
思
想
家
は
基
督

激
の
血
統
的
信
念
を
撹
無
し
、
同
時
に
激
會
及
び
國
家
の

基
礎
槻
念
を
動
揺
せ
し
め
た
る
が
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
は

人
性
の
品
位
は
露
魂
不
滅
の
信
念
ご
共
に
濡
長
ず
る
も
の

ご
考
へ
、
思
想
界
に
失
は
れ
む
ご
す
る
こ
の
信
念
を
確
守

せ
ん
が
爲
め
に
之
を
否
定
し
去
ら
む
ご
す
る
論
説
を
反
駁

し
た
る
が
こ
の
「
ヘ
ド
ン
」
な
り
き
。
彼
の
論
旨
の
出
登

黙
は
帥
の
存
在
に
あ
り
、
露
魂
ご
肉
燈
ご
沸
の
創
造
に
か

～
る
、
尻
馬
も
解
憎
し
て
溝
滅
し
畢
る
に
は
あ
ら
す
う
、
唯

々
弓
形
し
て
他
の
元
素
に
化
す
る
に
過
ぎ
す
、
肉
膿
に
し

　
　
　
　
　
　
第
、
一
號
　
　
　
点
ハ
一
　
（
　
　
山
ハ
一
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
書
其
の
改
草
山
撃

て
然
り
、
況
や
盤
魂
に
於
て
お
や
、
露
魂
に
し
て
滅
墨
す

ご
せ
ん
か
、
一
切
の
精
紳
現
象
も
幻
影
ご
選
ぶ
こ
こ
ろ
な

く
人
類
は
禽
獣
と
異
な
る
な
き
に
あ
ら
す
や
、
云
々
Ω
こ

ε
い
ふ
に
あ
b
て
こ
の
書
一
度
世
に
出
る
や
忽
に
し
て
諸

々
外
無
文
に
も
醗
鐸
せ
ら
れ
各
國
の
あ
ら
ゆ
る
階
級
、
あ

ら
ゆ
る
方
面
に
博
く
愛
讃
せ
ら
れ
た
）
o
蓋
し
啓
蒙
純
理

を
標
榜
す
る
時
代
こ
い
へ
ざ
堅
實
な
る
信
仰
の
失
は
れ
た

る
に
は
あ
ら
す
、
唯
、
從
來
の
全
癒
澱
會
的
信
條
に
懐
ら

す
ご
し
た
る
思
想
界
は
こ
の
猶
太
哲
曝
者
の
純
眞
な
る
信

念
に
戚
銘
し
だ
る
も
の
な
る
べ
し
、
殊
に
統
轄
に
於
て
は

著
名
の
詩
人
思
想
家
相
競
う
て
彼
ご
の
交
遊
を
喜
び
其
の

交
友
は
當
時
の
一
流
の
學
者
を
綱
羅
す
る
の
親
あ
り
、
爾

來
彼
の
居
宅
は
伯
林
の
名
士
の
前
面
の
一
中
心
を
な
し
た

り
き
。

　
　
　
　
八

　
斯
く
し
て
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
は
猫
逸
或
は
凝
滞
巴
の

思
想
界
に
重
要
な
る
地
位
を
占
め
た
る
が
其
の
結
果
彼
に

　
　
　
　
　
　
策
一
網
脳
　
　
山
ハ
ニ
　
　
（
　
　
山
壁
皿
）

重
大
な
る
責
任
懸
り
凝
れ
り
、
郎
ち
猶
太
人
の
文
化
を
基

督
忌
事
間
に
傳
達
す
る
ε
同
時
に
猶
太
人
の
信
仰
境
遇
を

純
化
し
、
改
革
す
べ
き
任
務
之
な
り
、
蓋
し
こ
の
こ
ビ
は

何
入
か
に
よ
り
て
早
晩
實
行
せ
ら
る
べ
き
も
の
な
る
が
其

の
適
任
者
は
彼
を
措
き
て
他
に
求
む
る
こ
ご
能
は
ざ
る
を

以
て
な
り
。
さ
れ
ざ
彼
に
は
最
初
こ
の
大
任
を
果
さ
ん
ご

す
る
意
志
な
か
り
し
如
し
、
し
か
る
に
偶
然
の
一
事
件
が

彼
を
し
て
奮
処
せ
し
む
る
に
い
た
れ
り
。

　
ラ
フ
ァ
叢
論
は
チ
ユ
ー
ジ
ッ
ヒ
出
身
の
新
令
涙
僑
侶
に

し
て
後
に
は
ジ
エ
ス
イ
ッ
F
宗
徒
ご
も
金
脈
を
通
じ
熟
狂

的
室
想
的
策
士
な
り
き
。
彼
は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
ご
も

相
識
る
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
思
想
中
本
來
の
猶
太
思

想
ご
異
な
る
も
の
あ
る
を
看
取
し
、
彼
の
論
説
に
不
眞
歎

購
の
黙
な
き
や
を
疑
ひ
惟
ひ
ら
く
「
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

は
基
督
敏
徒
の
詩
人
學
者
8
親
交
あ
り
、
自
ら
濁
逸
の
著

述
家
、
基
督
敢
徒
的
哲
學
者
た
り
、
故
に
彼
は
も
は
や
猶

太
激
徒
に
あ
ら
す
し
て
墓
孤
露
徒
通
り
、
そ
の
信
仰
根
本



槻
念
を
明
示
せ
ざ
る
は
そ
の
霜
葉
を
得
ざ
る
が
た
め
の

み
」
ご
。
是
に
於
て
彼
は
一
七
六
九
年
一
書
を
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
ー
ン
に
塗
り
そ
の
旗
幟
を
鮮
明
に
す
べ
し
ご
渤
告
し

且
つ
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
二
丁
ボ
ン
ネ
ー
の
雪
交
「
不
信
者
に

反
亡
し
基
督
激
の
根
糠
を
論
ず
」
を
霜
降
に
翻
課
し
て
之

を
添
附
し
、
こ
の
愚
筆
を
反
駁
す
る
か
否
ら
す
ん
ば
公
然

基
督
敏
に
改
宗
す
べ
き
こ
ε
を
要
求
し
た
り
（
≡
）
。

　
メ
ン
デ
ル
ス
プ
ー
ン
は
從
來
猶
太
駿
に
嘉
す
る
彼
の
地

位
態
度
を
表
明
し
た
る
こ
ご
な
か
り
し
が
、
今
や
彼
は
基

督
藪
徒
及
び
猶
太
敷
面
の
前
に
彼
の
信
念
を
公
表
す
る
機

會
を
得
π
り
し
な
う
Q
彼
は
同
年
末
に
ラ
フ
ア
ー
タ
に
宛

て
、
公
開
状
を
出
し
顧
る
が
こ
の
も
の
は
猫
逸
に
於
け
る

猫
太
人
の
近
代
的
文
化
的
立
脚
地
よ
り
何
故
に
ま
た
如
何

に
し
て
猶
太
人
は
猫
太
人
に
留
ま
る
べ
き
か
を
言
明
せ
る

最
初
の
も
の
に
し
て
注
目
に
値
す
。
彼
曰
く
、
「
予
は
幼
時

よ
り
猶
太
激
を
研
究
し
こ
れ
に
精
鉱
す
、
予
は
久
し
く
予

の
所
信
、
行
動
を
吟
味
し
批
判
す
る
義
務
を
戚
じ
た
り
。

　
　
　
第
十
四
巻
　

研
　
究
　
　
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
定
其
の
改
革
事
業

予
に
と
り
て
哲
學
美
學
其
の
他
の
學
問
は
目
的
に
あ
ら
す

し
て
唯
猶
太
敢
研
究
の
手
段
に
ご
い
ま
る
。
こ
の
研
究
の

結
果
猶
太
敢
に
便
値
な
し
ざ
す
れ
ば
予
は
何
故
に
こ
の
輕

覆
せ
ら
る
、
宗
寂
を
固
持
す
べ
き
、
ま
た
猶
太
数
を
放
棄

せ
ん
ε
せ
ば
何
物
か
能
く
こ
れ
を
阻
止
し
得
べ
き
…
…
予

は
猫
太
毅
に
入
爲
的
附
加
物
、
濫
用
あ
り
て
其
の
光
輝
を

漬
す
を
知
る
、
さ
れ
ざ
そ
は
如
何
な
る
宗
敏
に
於
福
、
も
時

代
の
経
過
中
免
れ
難
き
ご
こ
ろ
に
し
て
眞
理
の
探
求
者
申

何
入
か
能
く
膚
ら
奉
ず
る
宗
敷
に
人
山
的
制
度
な
し
ご
断

言
し
う
る
も
の
あ
ら
む
や
。
而
し
て
吾
人
は
宗
激
の
眞
善

を
傷
く
る
こ
ご
な
く
儒
善
ビ
迷
信
の
陰
騎
を
彿
拭
し
得
べ

し
ビ
信
ず
。
予
は
純
粋
な
る
猶
太
激
の
信
仰
を
確
守
す
る

こ
ざ
足
下
及
び
ボ
ン
ネ
巨
魚
が
基
督
激
に
於
け
る
ご
同
様

な
り
、
予
は
足
下
及
び
予
の
創
造
者
に
し
て
主
宰
者
た
る

興
理
の
紳
に
誓
ふ
、
予
の
全
精
巧
が
一
摂
し
畢
ら
ざ
る
か

ぎ
う
予
は
猶
太
激
の
信
仰
を
棄
つ
る
こ
ご
な
し
云
々
（
；
ご

爾
彼
は
依
然
こ
し
て
義
疏
教
に
鰭
暫
し
難
き
こ
ご
、
猶
太

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
山
ハ
一
二
　
（
　
　
　
山
ハ
三
）



　
　
　
第
十
・
四
麻
讐
　
　
研
　
究
　
　
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
亡
虻
ハ
の
改
鼎
串
事
業

人
に
聾
す
る
侮
辱
非
難
攻
撃
に
珍
し
て
は
辮
論
ず
る
を
屑

し
ご
せ
す
、
實
際
的
徳
行
を
以
て
之
に
答
へ
む
ご
附
言
し

た
う
き
〇

　
　
　
　
九

　
こ
の
論
事
は
適
時
の
思
想
界
に
多
大
の
戚
興
を
與
へ
た

る
が
基
督
敷
面
中
特
に
新
思
想
家
は
概
し
て
彼
を
是
認
し

そ
の
態
度
の
堂
々
た
る
を
総
揚
し
た
り
、
猶
太
人
側
に
あ

り
て
は
彼
の
猶
太
激
中
人
爲
的
附
加
物
濫
用
あ
り
の
一
句

が
所
謂
頑
迷
な
る
正
統
派
聞
に
論
議
の
種
子
ビ
な
り
彼
を

攻
撃
す
る
も
の
も
少
か
ら
ざ
り
き
、
而
し
て
次
の
事
件
に

よ
り
て
こ
の
確
執
は
更
に
紛
斜
を
重
ね
π
り
。

　
一
七
七
二
年
四
月
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
グ
⑳
シ
ユ
ウ
エ
ソ
ソ

公
は
其
の
領
内
に
於
け
る
猶
太
人
に
屍
膿
を
死
後
三
日
を

経
過
す
畜
に
あ
ら
ざ
れ
ば
埋
弊
す
べ
か
ら
す
ご
命
倉
し
た

り
、
こ
れ
假
死
の
状
態
に
あ
る
も
の
を
埋
葬
す
る
の
虞
あ

る
を
以
て
な
り
き
。
蓋
し
猫
太
入
は
死
者
を
地
上
に
ご
や

め
お
き
腐
朽
に
委
す
る
に
怨
び
す
ε
し
倉
皇
埋
葬
す
る
の

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
論
ハ
四
　

（
　
　
　
山
ハ
四
）

　
風
あ
れ
ば
な
り
。
さ
れ
ざ
同
地
の
猶
太
人
は
公
が
猶
太
人

　
の
慣
習
に
干
渉
し
途
に
は
猫
太
激
を
駆
追
す
る
の
意
志
あ

　
り
と
解
し
、
こ
れ
を
ア
ル
ト
ナ
の
激
師
た
る
エ
ム
デ
ン
に

　
哀
訴
し
た
り
。
エ
ム
デ
ン
は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
言
説

　
は
王
侯
に
謝
し
て
虚
構
有
力
な
る
べ
き
を
察
し
彼
の
意
見

　
を
求
め
た
る
に
彼
の
回
答
は
全
然
公
の
命
令
を
是
認
す
る

　
も
の
に
し
て
そ
の
理
由
は
底
魚
あ
る
讐
師
の
説
に
墓
づ
き

，
假
死
の
現
象
の
存
在
を
承
認
す
る
に
あ
り
き
。
爾
タ
ル
ム

　
ー
ド
時
代
に
も
假
死
者
を
埋
葬
す
る
危
瞼
に
勤
し
て
は
適

　
當
の
方
法
を
講
じ
た
る
を
例
謹
し
特
に
熟
狂
的
信
者
の
反

　
戚
を
唆
る
も
の
な
か
り
し
が
構
面
諭
彼
ご
頑
迷
正
統
涙
こ

　
の
聞
に
は
一
双
の
暗
雲
の
た
な
び
く
を
畳
え
こ
の
威
情
は

　
日
を
逐
う
て
昂
ま
る
の
傾
向
あ
り
き
。

　
　
　
　
　
一
〇

　
　
レ
ッ
シ
ン
グ
は
一
七
・
七
〇
年
－
一
七
岬
八
一
年
・
ヲ
ォ
ル
フ

　
ェ
ン
ビ
ゥ
ッ
テ
ル
の
善
書
館
に
勤
務
し
當
時
ハ
ン
ブ
ル
グ

　
の
ラ
イ
マ
ル
ス
家
ε
相
識
れ
り
。
ヘ
ル
マ
ン
⑧
テ
ム
エ
ル
⑪



ラ
イ
マ
ル
ス
は
無
云
云
に
反
封
し
同
時
に
激
愈
の
所
謂
天

啓
的
宗
教
に
も
攻
撃
を
加
へ
、
啓
蒙
時
代
の
一
代
表
的
思

想
家
た
り
、
曾
て
「
紳
の
合
理
的
崇
拝
者
の
爲
の
辮
護
」

な
る
｝
書
を
股
稿
し
た
り
し
が
生
前
之
を
公
に
す
る
の
勇

氣
な
く
そ
の
女
エ
ソ
ザ
に
遺
し
た
り
き
。
レ
ッ
シ
ソ
グ
は

こ
の
書
に
興
昧
を
畳
え
、
ウ
オ
ル
フ
エ
ン
ビ
ウ
ツ
テ
ル
圖

書
館
に
て
登
見
せ
ら
れ
た
る
数
十
年
前
の
「
一
逸
名
氏
の

噺
簡
」
ε
し
て
之
を
公
に
し
た
り
Q
こ
の
書
は
墓
督
激
の

奇
蹟
を
荒
唐
無
稽
な
軌
こ
し
殊
に
イ
エ
ス
の
復
活
を
信
慧

し
難
し
ご
し
且
「
イ
エ
ス
及
び
そ
の
使
徒
の
目
的
」
な
る

「
章
に
於
て
イ
エ
ス
は
猫
太
激
的
救
世
生
並
に
猶
太
人
の

王
た
ら
ん
こ
し
こ
れ
が
た
め
に
彼
は
使
徒
ε
の
間
に
密
約

　
　
　
シ
　
ネ
　
ド
　
リ
　
オ
ン

を
結
び
最
高
評
議
所
を
韓
覆
せ
ん
ご
企
て
た
り
、
こ
の
計

書
敗
る
～
や
使
徒
等
は
イ
エ
ス
の
所
謂
「
國
」
は
こ
の
現

世
を
意
味
す
る
に
あ
ら
す
ご
強
要
せ
り
云
々
の
こ
ご
あ
り

（
一
画
）
こ
の
書
獲
表
せ
ら
る
＼
や
物
論
艶
々
こ
し
て
喧
し

ぐ
3
の
ら
ゆ
る
、
方
面
よ
h
・
刊
行
者
レ
ツ
シ
ン
グ
に
一
非
難
卵
を
↑
加

　
　
　
第
ナ
四
巻
　
研
穽
　
メ
ン
ヂ
ッ
ス
ゾ
ー
ン
晃
参
改
離
繋
業

へ
殊
に
彼
ご
正
統
激
會
涙
グ
ッ
ッ
エ
こ
の
間
に
烈
し
き
三

塁
を
生
じ
た
る
が
ゲ
ソ
ッ
エ
は
論
客
こ
し
て
レ
ツ
シ
ン
グ

の
敵
に
あ
ら
す
途
に
彼
は
官
憲
の
カ
を
借
り
該
断
簡
を
没

面
し
且
レ
ツ
シ
ン
グ
が
圖
書
館
員
ε
し
て
從
來
享
有
し
た

る
蛋
民
免
除
の
下
意
を
観
饗
し
爾
こ
の
問
題
に
毒
し
レ
ツ

シ
ン
グ
が
更
に
論
述
す
る
こ
ご
を
禁
止
せ
し
め
た
り
。
著

述
文
書
に
於
て
工
事
を
禁
止
さ
れ
青
る
レ
ツ
シ
ン
グ
は
帥

ち
劇
場
に
於
て
そ
の
所
信
を
披
溢
せ
ん
こ
し
た
る
が
そ
の

最
初
の
試
み
が
郎
ち
「
賢
入
ナ
タ
ン
」
に
し
て
曲
人
公
ナ

タ
ン
の
モ
デ
ル
は
實
に
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
其
の
入
な
り

き
（
　
五
）
こ
の
劇
に
於
て
レ
ッ
シ
ン
グ
は
基
督
激
徒
の
偏

狭
固
随
を
痛
撃
し
猫
贈
答
た
る
ナ
タ
ン
の
高
潔
典
雅
博
愛

寛
容
の
入
格
を
描
寓
し
た
り
（
」
、
需
ノ
）
是
反
導
者
の
探
り
元

る
随
劣
唾
棄
す
べ
き
手
段
に
毒
す
る
復
讐
ご
も
見
ら
れ
穂

奇
矯
激
越
の
趣
な
き
に
あ
ら
す
、
レ
ツ
シ
ン
グ
は
之
が
爲

に
徳
義
よ
り
遠
ざ
け
ら
れ
友
人
に
も
見
棄
て
ら
れ
晩
年
を

悶
々
の
裡
に
逡
り
未
だ
老
境
に
入
ら
す
し
て
長
逝
し
だ
る

　
　
　
　
　
　
第
＝
㎞
繊
、
　
山
ハ
五
　
　
（
六
五
）



　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
　
究
　
　
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
ミ
覚
ハ
の
敗
蕊
・
纂
業

が
そ
は
兎
も
角
、
ナ
タ
ン
に
於
て
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の

風
格
を
想
見
し
得
べ
し
ご
す
れ
ば
レ
ツ
シ
ン
グ
が
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
ー
ン
を
鴬
重
し
た
る
こ
ご
は
明
自
な
り
ビ
い
ひ
得

べ
し
。
蕾
に
レ
ツ
シ
ン
グ
に
ご
w
ま
ら
す
、
警
急
激
徒
此

彼
の
人
格
を
敬
慕
し
た
る
も
の
少
か
ら
ず
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ

ワ
イ
ヒ
公
、
ソ
ツ
ペ
、
シ
ヤ
ウ
ム
ブ
ル
ヒ
侯
の
如
き
は
其

の
適
例
に
し
て
伯
林
に
於
け
る
彼
の
交
友
は
彼
を
呼
ぶ
に

墨
黒
の
ソ
ク
ラ
タ
ス
を
以
て
し
た
り
ご
い
ふ
。
其
の
適
否

は
ご
も
あ
れ
當
時
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
が
學
徳
共
に
重
き

を
な
し
だ
る
は
察
す
る
に
難
か
ら
ざ
る
こ
こ
ろ
な
り
。

　
　
　
　
【
【

　
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
以
後
を
以
て
猶
太
民
族
史
の
近
世

、
期
ご
す
る
が
蓮
例
な
り
、
蓋
し
猫
露
営
の
近
世
的
生
活
は

彼
の
開
拓
し
た
る
も
の
な
る
を
以
て
な
り
○
彼
の
劃
期
的

事
業
は
實
に
猶
太
人
の
信
仰
の
純
化
ビ
境
遇
の
改
善
ざ
に

あ
り
、
而
か
も
彼
は
宙
ら
企
些
し
計
書
し
て
之
を
實
行
し

た
る
に
は
あ
ら
す
、
周
園
の
漫
芸
が
自
ら
然
ら
し
め
た
る

麓
曙
嚇
瀞
酬
　
　
山
ハ
山
ハ
　
（
　
　
山
岡
山
ハ
）

　
観
あ
り
。

　
　
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
は
拉
典
、
佛
蘭
西
、
重
爆
、
英
吉
利

　
等
の
國
語
に
精
通
し
ま
た
一
般
科
學
哲
學
に
も
通
貸
し
淀

　
れ
ご
彼
慮
ら
云
へ
る
如
く
研
究
の
眼
目
は
聖
書
帥
ち
猫
太

　
敏
に
あ
り
從
っ
て
彼
は
多
年
採
血
來
語
タ
ル
ム
ー
ド
猫
太

．
暫
學
等
の
研
讃
に
没
頭
し
た
り
き
。
奮
約
書
殊
に
モ
ー
ゼ

　
の
五
書
は
猶
太
激
の
聖
典
な
る
が
當
時
｝
般
の
猶
太
人
は

　
之
を
完
全
適
確
に
理
解
す
る
能
は
ざ
る
の
憾
み
あ
り
、
蓋

　
し
猶
太
人
中
純
粋
な
る
希
伯
來
語
を
解
す
る
も
の
甚
少
く

　
其
の
激
師
學
者
の
註
解
も
七
三
簡
明
な
る
聖
書
の
聖
意
を

　
晦
澁
難
解
な
ら
し
む
る
を
以
て
な
り
き
。
メ
ソ
デ
ル
ス
ゾ

　
ー
ン
は
之
が
爲
に
猶
太
激
徒
も
基
督
藪
徒
も
誤
解
を
生
じ

　
っ
、
あ
る
を
歎
じ
．
モ
ー
ゼ
の
乱
書
の
濁
鐸
を
企
て
た
る
が

　
彼
は
最
初
之
を
彼
の
門
弟
の
激
科
用
書
に
ご
瀞
む
る
の
意

　
向
な
り
き
、
さ
れ
ざ
周
團
の
拗
告
あ
り
、
購
買
豫
約
者
を

募
り
て
一
般
に
公
刊
す
る
こ
ご
、
し
た
り
。
こ
の
計
書
世

に
知
ら
る
、
や
猶
太
人
た
る
ご
否
ご
を
問
は
す
濁
逸
の
内



外
に
亙
り
繋
累
の
申
込
者
甚
多
数
に
し
て
所
謂
着
太
正
統

派
に
は
反
封
者
も
少
か
ら
ざ
り
し
が
其
の
地
方
君
主
に
し

て
豫
約
に
加
入
し
だ
る
が
故
に
彼
等
も
投
手
傍
擬
す
る
の

歌
に
あ
り
き
、
特
に
猶
太
の
青
年
は
彼
等
め
警
告
に
耳
を

假
さ
す
互
に
相
集
ま
り
て
該
歴
然
書
を
講
護
し
た
る
を
以

て
恵
山
彼
等
青
年
の
懐
け
る
宗
澱
尊
人
岩
槻
に
一
大
…
漫
化

を
生
じ
、
且
流
麗
、
正
絡
な
る
濁
逸
語
に
習
熟
し
た
り
、

こ
の
青
年
等
が
十
八
世
紀
末
よ
り
十
九
世
紀
の
初
頭
に
於

け
る
改
革
運
動
に
活
動
し
だ
る
も
の
に
し
て
謂
は
や
彼
等

は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
精
紳
群
書
に
よ
り
て
載
拝
し
た

り
こ
も
い
ひ
得
べ
く
從
っ
て
猫
業
繋
の
民
族
開
放
運
動
は

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
に
よ
り
て
開
始
せ
ら
れ
た
り
こ
す
る

所
以
な
り
。

　
　
　
　
＝
陶

　
ア
ル
ザ
ス
地
方
猶
太
入
の
境
遇
殊
に
悲
惨
な
り
し
は
前

述
の
如
し
。
同
地
の
地
方
剣
事
た
り
ヘ
ル
な
る
も
の
猶

太
人
よ
り
借
財
を
重
ね
而
か
も
猶
太
入
の
金
貸
業
者
を
脅

　
　
　
第
＋
四
谷
　
研
究
　
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
芝
其
の
改
革
事
業

“
濡
し
て
賄
賂
を
貧
ら
ん
こ
す
、
こ
の
事
成
ら
ざ
る
や
彼
は

他
の
債
務
者
を
唆
か
し
受
領
書
を
儒
書
せ
し
め
自
己
の
職

樺
を
利
用
し
て
悪
策
を
恣
に
し
た
り
、
斯
く
し
て
彼
は
猶

太
人
の
怨
府
こ
な
り
屡
々
物
議
を
酸
し
た
る
が
彼
は
こ
の

紛
紙
を
一
掃
せ
ん
に
は
猶
太
人
を
ア
ル
ザ
ス
よ
り
騙
逐
し

去
る
に
若
か
す
ざ
な
し
、
｝
七
七
九
年
一
書
（
ア
ル
ザ
ス

に
於
け
る
現
代
猶
太
人
の
商
法
）
を
出
　
し
猶
上
人
を
攻
撃

し
た
る
が
そ
の
う
ち
に
は
受
領
書
儒
書
の
事
件
を
明
記
し

是
イ
エ
ス
の
礫
刑
に
謝
す
る
報
復
な
り
ご
異
し
た
り
き
。

其
の
後
彼
の
好
計
暴
露
し
彼
は
國
王
（
ル
イ
十
六
世
）
の
命
・

倉
に
よ
り
て
監
禁
せ
ら
れ
後
更
に
放
逐
せ
ら
れ
た
う
。
ま

た
勅
命
を
以
て
將
來
金
貸
業
者
に
晒
す
る
事
件
は
貴
族
の

地
方
裁
剣
に
依
ら
す
、
中
央
橿
議
院
の
判
決
に
よ
る
こ
ご

、
な
れ
り
。

　
さ
れ
ざ
ア
ル
ザ
ス
の
猛
乳
人
の
境
遇
は
病
歴
む
べ
き
も

の
あ
り
、
彼
等
は
國
王
及
び
中
央
橿
議
院
に
建
言
書
を
提

出
し
、
其
の
境
遇
の
改
善
に
就
き
て
哀
訴
し
た
り
し
が
更

　
　
　
　
　
　
　
第
「
髄
州
　
　
山
ハ
七
　

（
六
七
）



　
　
　
第
・
†
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
定
猛
ハ
の
改
革
・
事
搬
仙

に
彼
等
は
之
を
輿
論
に
訴
へ
ん
こ
せ
り
。
蓋
し
こ
の
時
恰

か
も
佛
蘭
西
大
革
命
の
直
前
に
継
り
、
輿
論
の
カ
の
偉
大

な
る
を
看
取
し
た
る
を
以
て
な
り
、
而
し
て
如
何
に
し
て

輿
論
を
喚
起
す
べ
き
か
彼
等
は
之
を
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

に
計
り
た
る
が
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
は
轡
浮
嚢
｛
畢
幡
…
あ
り
て

自
ら
其
の
衝
に
認
る
を
避
け
友
人
1
3
ー
ム
を
推
薦
し
一
切

の
こ
ご
を
彼
に
依
嘱
し
た
り
。

　
　
　
　
＝
ニ

　
ク
リ
ス
チ
ア
ン
。
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ド
ー
ム
（
一
七
五

一
一
】
八
こ
○
）
は
フ
リ
ー
ド
ソ
ヅ
ヒ
大
王
の
信
任
を
受

け
軍
事
顧
問
の
名
義
に
て
伯
林
の
王
立
叢
書
館
に
勤
務
し

つ
、
あ
り
き
、
彼
は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
暫
ン
に
私
淑
し
レ
ツ

シ
ソ
グ
“
G
共
に
基
督
激
徒
中
業
海
人
に
謝
す
る
二
大
同
情

者
な
b
き
、
彼
は
曾
て
猫
太
民
族
史
の
碧
述
を
企
て
た
る

こ
マ
一
も
あ
り
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
依
囑
を
快
諾
し
一

七
入
一
に
「
猫
太
人
の
市
民
的
改
善
」
（
畑
野
経
。
露
韓
－

旨
冨
く
Φ
吐
9
ω
ω
。
套
夏
号
こ
乙
Ω
・
Y
ご
題
す
る
一
書
を
完
成

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
山
平
入
　

（
　
　
山
回
八
）

し
た
る
が
彼
は
該
書
に
託
て
猶
太
人
は
羅
馬
帝
政
時
代
に

は
完
全
な
る
市
民
樫
を
輿
へ
ら
れ
た
る
に
か
㌧
は
ら
す
其

の
後
時
代
の
降
る
に
随
っ
て
其
の
灌
利
を
喪
失
し
た
る
こ

ご
、
中
世
に
於
け
る
猶
太
入
の
交
化
及
び
誤
解
に
基
づ
け

る
迫
害
を
論
じ
基
督
敢
徒
は
残
酷
な
る
思
人
、
猶
太
人
は

無
告
の
殉
毅
者
な
る
か
に
激
論
し
、
更
に
猶
太
入
の
聰
明

勤
勉
眞
摯
等
幾
多
の
長
所
を
稽
揚
し
て
現
代
の
猶
太
人
は

從
來
の
座
邉
の
た
め
に
其
の
能
力
を
登
揮
す
る
こ
ご
能
は

ざ
れ
ざ
指
導
待
遇
宜
し
き
を
得
れ
ば
優
良
な
る
市
民
ご
し

て
儒
家
の
子
下
を
塘
妬
し
得
べ
き
も
の
に
し
て
こ
の
黙
新

時
代
の
啓
蒙
政
治
家
の
反
省
を
要
す
る
も
の
な
り
ご
い
ふ

に
あ
b
き
。

　
ド
ー
ム
は
更
に
猶
太
人
の
境
遇
を
改
善
す
る
奉
行
的
方

法
に
し
て
猫
太
人
を
他
の
人
民
ご
同
権
な
ら
し
む
べ
し
ご

唱
へ
、
猫
太
漱
徒
は
義
歯
の
適
訳
を
建
設
し
て
子
弟
を
澱

供
す
る
か
、
ま
た
は
基
督
澱
徒
の
學
稜
は
彼
等
の
入
學
を

許
し
て
そ
の
翻
身
を
昂
む
る
こ
ご
並
に
基
督
学
徒
は
彼
等



を
花
入
同
胞
ご
し
て
遇
す
べ
し
ご
説
き
差
し
當
り
猶
太
人

の
宗
敏
上
自
由
を
力
説
し
て
気
腫
の
勤
行
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の

創
立
、
盲
管
の
任
命
貧
困
者
の
轟
轟
等
を
主
張
し
た
る
が

彼
も
爾
猶
太
入
こ
し
て
國
家
の
官
職
に
就
き
う
る
羅
利
を

保
有
せ
し
む
る
こ
ご
に
は
想
到
せ
ざ
り
き
Q

　
こ
の
1
3
ー
ム
の
改
善
案
も
諸
方
面
よ
り
の
論
難
攻
撃
を

惹
き
起
し
た
り
、
中
に
は
ド
ー
ム
が
猶
太
人
よ
り
牧
町
し

認
り
ご
謹
ひ
る
も
の
も
あ
り
き
Q
殊
に
紳
識
者
は
宗
下
上

信
仰
の
問
題
に
は
局
外
者
の
窺
ひ
知
る
能
は
ざ
る
も
の
あ

り
ビ
し
て
反
移
し
た
り
し
が
新
．
進
思
想
家
所
謂
啓
蒙
的
政

治
家
問
に
は
好
調
あ
り
き
。

　
　
　
　
［
四

　
1
3
ー
ム
の
案
は
や
が
て
皇
帝
ヨ
セ
ッ
フ
高
望
に
平
行
せ

ら
れ
た
り
こ
い
ひ
得
べ
し
。
一
七
入
一
年
十
月
（
或
は
翌

年
の
一
月
P
）
帝
は
寛
容
令
を
登
布
し
た
る
が
そ
の
う
ち

猶
太
人
に
呈
す
る
條
項
に
於
て
は
猶
太
人
が
大
規
模
の
商

業
を
澱
む
こ
ご
工
場
を
所
有
す
る
こ
ご
を
認
め
ら
れ
、
如

　
　
　
餓
躍
十
・
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
メ
ン
デ
・
貯
ス
ゾ
ー
ン
定
跳
ハ
の
改
革
穣
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス
タ
ぼ

何
な
る
職
業
を
も
習
得
し
得
る
こ
ご
（
但
親
方
た
る
を
得

す
）
其
の
子
弟
は
公
立
の
初
等
學
稜
に
入
り
更
に
専
門
學

稜
、
大
辛
に
も
學
び
得
る
こ
ご
、
猶
太
人
離
ら
學
校
を
設

け
得
る
こ
ご
な
ざ
を
公
認
せ
ら
れ
た
り
。
但
帝
は
猶
太
人

を
基
督
澱
徒
ご
同
擢
な
ら
し
む
る
を
理
想
こ
し
た
る
か
に

見
ゆ
れ
ご
事
實
上
玉
す
し
も
然
ら
す
、
通
行
税
は
康
せ
ら

れ
た
れ
ざ
住
居
の
制
限
は
依
然
こ
し
て
存
下
し
、
信
仰
の

虜
由
を
保
謹
す
る
規
定
あ
れ
ざ
公
然
シ
ナ
ゴ
ー
グ
を
設
く

る
こ
ご
は
許
さ
れ
ざ
り
き
Q
皇
帝
鼠
戸
ッ
フ
は
元
來
迦
論

偏
重
の
傾
向
あ
り
、
自
ら
曰
く
、
「
予
は
哲
學
を
以
て
帝
國

の
立
法
者
こ
す
、
哲
學
の
論
理
的
原
則
は
オ
ー
ス
ト
ソ
ァ

を
改
造
す
る
な
ら
む
云
々
」
（
一
毛
）
彼
は
主
こ
し
て
ル
ソ

ー
の
學
説
を
喜
び
だ
る
如
く
彼
の
改
革
の
眼
目
は
不
正
不

義
を
斥
け
虐
げ
ら
れ
た
る
も
の
墜
・
迫
さ
る
～
も
の
を
救
濟

保
護
す
る
に
あ
り
て
勿
論
猶
太
人
の
問
題
に
限
局
す
る
に

は
あ
ら
す
。
帝
が
果
し
て
直
接
ド
ー
ム
案
を
探
用
し
た
り

や
否
や
明
か
な
ら
ざ
れ
ご
事
實
ド
ー
4
の
精
紳
が
該
法
倉

　
　
　
　
　
　
第
一
舳
縦
　
　
　
山
ハ
九
　
　
（
　
　
山
ぐ
九
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
究
　
　
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
葺
ン
定
其
の
改
革
事
業

の
上
に
あ
ら
は
れ
届
る
は
否
定
し
難
き
こ
こ
ろ
な
り
。
ま

た
帝
の
改
革
は
鯨
り
に
多
岐
に
亙
り
そ
の
軌
れ
も
完
成
せ

ざ
る
う
ち
に
反
動
を
生
じ
他
の
案
ご
共
に
猶
太
人
の
政
治

上
、
証
會
上
敢
育
上
の
改
善
案
も
中
止
さ
れ
た
れ
ざ
そ
は

兎
も
あ
れ
、
ド
ー
ム
の
案
が
一
片
の
夢
想
に
あ
ら
ざ
る
こ

ご
明
か
に
な
り
、
爾
來
學
者
政
治
家
王
侯
の
聞
に
猫
七
人
の

問
題
は
重
大
硯
ざ
る
、
に
い
た
れ
り
○
途
に
佛
蘭
西
革
命

の
進
行
中
猫
太
人
の
政
治
上
権
利
は
漸
次
承
認
せ
ら
れ
一

七
八
九
年
人
樺
の
宣
言
に
於
て
佛
蘭
西
在
住
の
猫
玄
人
は

ア
ク
チ
ブ
シ
チ
ズ
ン

有
権
市
民
た
る
を
認
め
ら
れ
更
に
「
七
九
一
年
彼
等
は
完

全
な
る
市
民
椹
を
與
へ
ら
れ
た
り
、
是
ミ
ラ
ボ
ー
、
グ
レ

ゴ
ア
ー
ル
、
ヂ
ユ
ボ
ー
ル
等
の
電
力
に
よ
る
ご
こ
ろ
な
り
、

而
し
て
革
命
初
期
の
主
要
人
物
ミ
ラ
ボ
ー
は
一
七
入
六
年

王
政
府
の
密
旨
を
う
け
て
伯
林
に
赴
き
た
る
が
時
恰
か
も

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
長
逝
直
後
に
し
て
彼
は
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
ー
ン
と
直
接
相
識
る
を
得
ざ
り
し
と
い
へ
ざ
も
ド
ー

ム
ご
は
爾
來
親
交
を
重
ね
た
り
、
翌
年
彼
は
「
メ
ン
デ
ル

　
　
　
　
　
　
第
暗
號
　
　
七
〇
　
（
　
　
七
〇
）

ス
ゾ
ー
ン
及
び
猶
太
人
に
毒
す
る
政
治
的
改
革
」
の
署
を

出
し
志
太
入
解
放
問
題
の
恩
人
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
ざ
し

て
其
の
徳
を
編
揚
し
つ
、
あ
る
を
見
れ
ば
2
八
）
言
及
び

言
意
西
革
命
に
於
け
る
猶
太
人
解
放
の
理
論
的
基
礎
は
ド

ー
ム
更
に
潮
っ
て
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
に
あ
り
ご
い
ひ
鶴

べ
し
。

　
　
　
　
一
五

　
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
は
ド
；
ム
の
活
動
に
直
接
費
思
す

る
こ
ε
な
か
り
し
が
ド
ー
ム
の
論
旨
が
基
督
激
徒
の
窺
ひ

知
る
能
は
ざ
る
猶
太
暴
徒
の
内
情
に
も
及
べ
る
も
の
あ
り

ご
い
は
る
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
助
言
與
っ
て
カ
あ
り
し

も
の
な
る
べ
し
、
さ
れ
ご
猶
太
人
境
悪
の
反
駁
に
於
て
ド

ー
ム
の
所
論
爾
十
分
な
ら
ざ
る
も
の
あ
り
、
メ
ン
デ
ル
ス

ゾ
ー
ン
は
友
人
マ
ー
ク
ス
・
ヘ
ル
ツ
を
し
て
マ
ナ
ッ
セ
・
ベ

ン
イ
ズ
ラ
エ
ル
の
英
文
「
墨
太
敷
徒
手
護
国
」
を
濁
礫
せ

し
め
自
ら
其
の
序
文
駁
し
て
「
駆
詰
入
救
濟
論
」
（
多
Φ
昏
冒
お

舟
こ
包
o
p
を
草
し
之
を
ド
ー
ム
の
論
著
の
附
鎌
ご
し
た



　
り
。
該
序
文
中
宗
教
は
強
制
的
手
段
を
用
ふ
べ
き
も
の
に

　
あ
ら
す
し
て
愛
ご
慈
悲
ご
に
二
つ
く
も
の
こ
せ
り
、
之
に

　
乱
し
て
一
基
督
澱
徒
は
駁
論
を
出
し
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

　
は
愈
々
額
面
を
脱
し
て
愛
の
宗
教
に
鶴
啓
し
呪
咀
ご
刑
罰

　
を
包
有
す
る
猶
太
激
よ
り
脱
却
し
π
る
こ
ご
を
明
か
に
し

　
た
り
ご
論
ず
る
も
の
あ
り
き
。

　
　
是
に
於
て
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
は
再
度
彼
の
宗
激
観
並

　
に
猶
太
教
徒
こ
し
て
の
信
念
を
登
表
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る

　
に
い
だ
り
次
い
で
公
に
し
た
る
が
「
イ
エ
ル
ナ
レ
ム
、
或

　
は
宗
激
樺
力
並
に
猶
太
激
に
就
き
て
」
q
①
盛
鶏
可
炉
。
9

　
口
び
巽
南
。
因
。
に
舷
α
ω
o
嵐
g
ぽ
毎
μ
島
｝
a
Φ
コ
蜜
ヨ
q
。
。
O
）
な

　
り
ビ
す
。
こ
れ
既
述
の
ラ
フ
ア
ー
タ
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

　
ン
起
票
に
於
け
る
論
旨
を
更
に
系
統
的
に
叙
述
し
π
る
も

　
の
に
し
て
彼
の
信
念
を
明
確
に
表
白
し
た
る
代
表
的
著
書

　
ご
繕
せ
ら
る
。

　
　
彼
に
よ
れ
ば
猶
太
激
は
（
一
）
永
久
的
眞
理
（
二
）
歴
吏
的

　
眞
理
（
三
）
天
啓
的
律
法
を
具
備
す
（
「
九
）
而
し
て
永
久
的

　
　
　
　
第
十
四
雀
　
　
研
究
　
　
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
馨
ン
定
其
の
改
革
纂
業

㌦

箕
理
は
理
性
に
基
づ
く
自
然
的
一
般
人
類
的
宗
激
に
し
て

文
宇
に
拘
束
せ
ら
れ
一
定
不
遜
に
ご
や
ま
る
も
の
に
あ
ら

す
、
時
代
ま
た
は
事
情
必
要
に
よ
り
て
墾
化
す
、
永
久
的

眞
理
は
實
に
螢
翠
緑
可
能
性
を
有
し
、
從
來
登
展
し
悟
れ

り
。
之
に
反
し
て
天
啓
的
律
法
帥
ち
モ
ー
ゼ
の
律
法
は
神

に
よ
り
て
定
め
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
永
久
に
イ
ス
ラ
エ

ル
の
子
等
の
行
動
を
律
す
、
猶
太
激
は
實
に
天
啓
的
宗
激

に
止
ら
す
し
て
天
啓
的
律
法
な
り
云
々
、
ま
た
曰
く
、
國

家
は
行
動
に
就
き
て
の
み
支
配
棲
を
有
し
思
想
意
向
に
關

し
て
は
何
等
の
灌
能
な
し
、
激
雷
は
更
に
刑
罰
の
樺
能
を

も
有
す
る
こ
ご
な
く
敢
會
の
樺
能
は
唯
々
激
理
ざ
慰
籍
に

あ
る
の
み
、
懲
罰
迫
害
並
に
焚
刑
の
如
き
は
越
権
に
し
て

邪
撹
な
夢
。
猶
太
敷
は
信
仰
の
自
由
を
認
む
、
故
に
本
家

眞
正
の
猶
太
敷
に
は
拘
束
的
信
條
な
し
、
激
徒
は
自
由
に

思
考
し
意
圖
し
、
而
か
も
異
端
に
陥
る
を
要
せ
す
、
そ
の

懲
罰
椹
は
邪
な
る
思
想
が
明
か
に
行
動
に
移
る
時
に
の
み

乱
行
せ
ら
る
。
原
始
時
代
市
民
生
活
ご
宗
激
生
活
ご
は
全

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
七
一
　
（
　
　
七
一
）



　
　
　
策
＋
鴎
巻
　
研
究
　
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ζ
・
典
の
改
禦
纂
業

く
一
致
し
市
民
的
奉
仕
は
発
ち
宗
澱
的
奉
仕
、
紳
威
を
胃

慨
す
る
も
の
は
郎
ち
國
事
犯
な
り
き
、
而
し
て
帥
殿
の
破

壊
邸
ち
國
家
の
滅
亡
後
駆
厳
事
犯
に
封
ず
る
騰
刑
死
刑
罰

金
刑
等
は
皆
旗
止
せ
ら
れ
た
り
云
々
。

　
こ
の
書
は
要
す
る
に
猶
太
澱
を
近
代
的
哲
學
の
見
地
よ

り
説
明
し
た
る
も
の
ビ
い
ふ
べ
く
、
其
の
永
久
的
眞
理
の

如
き
も
啓
蒙
時
代
の
特
徴
た
る
漫
然
宗
厳
、
入
道
主
義
、
合

理
主
義
等
の
思
想
傾
向
ご
揆
を
一
に
す
る
も
の
に
し
て
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
が
モ
ー
ゼ
の
律
法
を
高
唱
し
た
る
は
畢

蝦
背
聾
者
の
非
難
に
調
へ
た
る
も
の
な
る
べ
し
。
但
メ
ン

ηデ

泣
X
ゾ
；
ン
は
こ
の
書
に
填
て
猶
太
墨
髭
來
の
美
瓢
を

明
示
し
同
時
に
基
督
激
會
及
び
厚
恩
の
現
行
法
規
の
汚
瓢

を
指
摘
し
た
る
が
故
に
基
督
至
悪
聞
に
多
大
の
反
響
を
惹

き
起
し
た
る
は
い
ふ
ま
で
な
く
ま
た
墨
太
激
徒
が
從
來
山

脚
さ
れ
翻
り
し
こ
ご
の
何
等
理
財
な
き
を
自
為
し
た
る
は

看
過
す
べ
か
ら
す
。
カ
ン
ト
の
如
き
も
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

ン
に
書
を
寄
せ
て
置
く
「
予
は
こ
の
書
を
以
て
偉
大
な
る

　
　
　
　
　
　
第
一
髄
　
　
七
二
、
（
　
　
七
二
）

改
革
の
宣
告
ご
認
む
、
軍
に
貴
下
の
民
族
に
か
ぎ
ら
す
他

の
民
族
に
も
適
用
さ
る
べ
き
も
の
な
り
、
貴
下
は
猫
太
澱

に
於
け
る
信
仰
の
宮
由
を
明
に
さ
れ
た
り
、
こ
れ
貫
入
も

豫
知
せ
ざ
り
し
ご
こ
ろ
に
し
て
ま
た
如
何
な
る
宗
蕨
も
之

ゼ
比
肩
す
べ
き
も
の
な
し
云
々
L
（
ご
○
）

　
　
　
　
｝
六

　
ト
ソ
ー
ス
ト
の
猫
太
人
は
皇
帝
ヨ
セ
ッ
フ
ニ
世
の
勅
魯

に
基
づ
き
て
學
校
を
創
立
せ
ん
と
し
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

の
助
言
を
求
む
、
彼
は
友
人
ウ
エ
ッ
セ
ソ
を
推
序
し
て
其

の
局
に
當
ら
し
め
た
り
。
ウ
エ
ッ
セ
リ
は
聖
典
の
研
究
を

以
て
自
ら
任
じ
殊
に
原
文
に
よ
り
て
聖
典
の
国
幣
を
領
會

ぜ
ん
ご
す
る
も
の
な
り
き
、
ヨ
セ
ッ
フ
ニ
世
の
勅
令
は
猫

太
人
の
將
來
に
赫
灼
だ
る
光
明
を
指
示
す
る
も
の
こ
し
て

猶
太
人
の
教
育
に
就
き
て
も
種
々
考
案
書
策
す
る
こ
こ
ろ

あ
り
き
。
偶
々
維
納
の
頑
迷
正
統
二
丁
こ
の
勅
書
を
以
て

信
仰
に
封
ず
る
干
渉
な
り
こ
す
る
諒
解
あ
り
ご
聞
き
｛
、
李

和
及
び
眞
理
論
」
（
一
七
入
二
）
な
る
「
丈
を
希
伯
來
語
に



て
草
し
維
納
そ
の
他
に
登
湿
し
た
り
。
そ
の
要
旨
は
彼
等

頑
迷
者
流
の
誤
解
を
解
き
一
般
の
漱
養
を
探
適
す
る
は
猫

仁
人
の
宗
駿
的
義
務
に
し
て
こ
の
こ
ε
は
タ
ル
ム
ー
1
3
に

も
記
載
さ
る
、
こ
ご
を
明
か
に
し
且
つ
初
等
厳
育
よ
リ
タ

ル
ム
ー
ド
研
究
に
い
た
る
ま
で
の
猶
太
子
弟
撫
育
の
課
程

を
論
述
し
た
る
も
の
な
り
き
。
但
其
の
う
ち
に
智
識
（
一

般
的
漱
養
）
な
き
タ
ル
ム
ー
ド
忍
者
は
腐
肉
よ
り
も
醜
し

の
語
あ
り
、
こ
れ
が
た
め
に
亡
師
問
に
反
戚
を
買
ひ
波
蘭

等
に
て
は
彼
の
不
遜
を
難
じ
、
そ
の
書
を
焼
却
し
た
る
も

の
も
あ
り
し
が
ト
ソ
ー
ス
ト
を
初
め
こ
し
て
喚
領
の
諸
地

方
に
は
漸
次
初
等
の
學
校
設
立
せ
ら
れ
猶
太
の
子
弟
も
正

規
の
激
育
を
轟
く
る
に
い
た
れ
り
。
而
し
て
発
育
監
督
官

こ
し
て
は
ヘ
ル
ツ
・
ホ
ン
ベ
ル
グ
任
命
せ
ら
れ
た
る
が
彼

は
曾
て
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
家
庭
書
落
次
い
で
助
手
ご

な
り
て
知
遇
を
う
け
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
歯
舞
家
の
一
人

置
し
て
其
の
毅
育
の
方
針
も
ウ
ェ
ッ
セ
り
ご
同
意
見
な
り

き
。

第
＋
四
三
　
研
究
　
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
ぜ
典
の
敦
革
纂
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ラ
イ
シ
ユ
け
レ

　
之
よ
り
寒
き
伯
林
に
無
料
學
校
創
立
せ
ら
る
、
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
ー
ン
及
び
ウ
エ
ッ
セ
リ
等
の
無
力
に
よ
る
も
の
な

る
が
創
立
纒
螢
者
は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
友
人
に
し
て

門
弟
た
る
ダ
ヅ
イ
ド
、
フ
リ
ー
ド
レ
ン
デ
ル
な
り
き
。
其

の
目
的
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
富
裕
な
ら
ざ
る
子
弟
の
敏
育

に
あ
り
し
が
霊
義
、
方
針
は
必
ず
し
も
ウ
エ
ツ
セ
ソ
案
ご

一
致
す
る
に
あ
ら
す
し
て
一
般
的
激
養
帥
ち
猫
太
敷
義
以

外
の
智
識
を
授
く
る
に
あ
り
き
。
同
機
の
學
稜
は
爾
來
ブ

レ
ス
ラ
ウ
、
デ
ッ
ず
ウ
、
フ
ラ
レ
、
ク
フ
ル
ト
（
マ
イ
ン
河

畔
）
等
濁
逸
の
各
地
を
初
め
ご
し
て
途
に
は
心
逸
以
外
の

都
市
に
も
設
立
せ
ら
れ
た
る
が
籐
り
に
啓
蒙
思
想
に
偏
し

合
理
主
義
に
捉
は
れ
猶
太
澱
徒
の
信
仰
特
性
を
無
視
す
る

の
傾
向
あ
り
き
Q
そ
は
こ
も
あ
れ
、
そ
れ
ら
の
學
校
に
は

猶
太
人
中
の
英
才
集
り
そ
の
卒
業
生
は
全
欧
洲
に
亙
っ
て

猶
太
人
間
に
新
思
想
新
智
識
を
傳
黒
し
た
る
を
以
て
殊
に

猶
太
入
の
黒
蓋
を
促
進
し
た
る
こ
ε
は
甚
大
な
り
こ
す
。

　
　
　
　
［
七

　
　
　
　
　
　
第
」
號
　
　
七
三
　
（
　
　
七
三
）



　
　
　
第
十
・
四
巷
　
　
研
　
究
　
　
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
定
其
の
改
革
事
業

以
上
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
人
格
及
び
彼
の
事
業
に
就

き
て
略
遽
し
π
る
が
要
す
る
に
彼
は
學
者
思
想
家
こ
し
て

一
世
に
重
き
を
な
し
π
れ
ご
彼
の
思
想
系
統
は
所
謂
啓
蒙

思
想
家
の
流
れ
を
汲
む
も
の
に
し
て
其
宗
澱
的
世
界
観
も

三
児
ら
の
い
へ
る
如
く
（
三
）
　
ロ
ッ
ク
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

ウ
ォ
ル
フ
等
に
負
ふ
と
こ
ろ
多
く
特
に
彼
濁
自
の
劃
期
的

思
想
學
説
ご
も
幕
す
べ
き
も
の
は
見
出
し
難
き
に
似
た
り

さ
れ
ご
彼
は
猶
太
人
ご
し
て
生
れ
、
猫
逸
人
の
二
一
を
受

け
而
し
て
殆
其
の
頂
黙
に
達
し
、
爾
猶
太
人
た
る
地
位
信

仰
を
固
持
し
て
猶
太
人
の
宗
論
上
灘
育
上
階
會
上
政
治
上

の
解
放
登
展
に
寄
回
す
る
ご
こ
ろ
甚
多
大
な
り
き
。
但
、

そ
れ
ら
の
薦
包
に
於
て
彼
は
屡
々
表
面
に
立
つ
を
避
け
た
、

る
如
し
、
其
の
理
由
は
奈
邊
に
あ
り
し
や
明
か
な
ら
ざ
れ

ざ
彼
の
性
格
は
實
際
運
動
和
統
率
す
る
に
適
せ
ざ
る
も
の

あ
う
し
に
あ
ら
ざ
る
が
、
而
か
も
新
序
動
に
際
し
て
は
常

に
直
接
間
接
其
の
指
導
者
少
く
こ
も
助
言
者
ご
し
て
能
く

世
人
の
理
解
ご
同
情
を
失
は
す
、
逡
に
猶
太
人
を
し
て
從

　
　
　
　
　
　
第
一
號
、
　
七
四
　
（
　
　
七
四
）

來
の
籠
居
的
態
度
を
棄
て
、
一
般
的
敢
養
に
浴
し
、
近
代

的
生
活
を
享
受
す
る
に
い
た
ら
し
め
た
る
は
時
代
の
進
運

の
然
ら
し
む
る
こ
こ
ろ
ご
は
い
へ
、
ま
た
彼
の
カ
の
輿
っ

て
大
な
る
は
否
定
し
難
き
も
の
な
る
べ
し
Q
（
完
）
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